
防
衛
省
職
員
給
与
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

防
衛
省
職
員
給
与
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
総
理
府
令
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
三
等
陸
尉
、
三
等
海
尉
又
は
三
等
空
尉
以
上
の

自
衛
官
の
候
補
者
と
し
て
採
用
さ
れ
た
者
の
そ
の

候
補
者
で
あ
る
間
の
俸
給
月
額
）

（
三
等
陸
尉
、
三
等
海
尉
又
は
三
等
空
尉
以
上
の

自
衛
官
の
候
補
者
と
し
て
採
用
さ
れ
た
者
の
そ
の

候
補
者
で
あ
る
間
の
俸
給
月
額
）

第
一
条

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律

（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
四
条
第
四
項
た
だ
し

書
に
規
定
す
る
防
衛
省
令
で
定
め
る
額
は
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に

定
め
る
額
と
す
る
。

第
一
条

﹇
同
上
﹈

一

次
に
掲
げ
る
者

二
十
二
万
三
千
百
円

一

次
に
掲
げ
る
者

二
十
二
万
二
千
円

イ
〜
ニ

﹇
略
﹈

イ
〜
ニ

﹇
同
上
﹈

二

次
に
掲
げ
る
者

二
十
四
万
四
千
二
百
円

二

次
に
掲
げ
る
者

二
十
四
万
三
千
百
円

イ
〜
ニ

﹇
略
﹈

イ
〜
ニ

﹇
同
上
﹈

２

自
衛
官
と
し
て
有
用
な
経
験
を
有
す
る
と
防
衛

大
臣
が
認
め
る
者
の
法
第
四
条
第
四
項
た
だ
し
書

に
規
定
す
る
防
衛
省
令
で
定
め
る
額
は
、
前
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
者
の
経
験
に
応
じ
、

二
十
五
万
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
防
衛
大
臣
の

定
め
る
額
と
す
る
。

２

自
衛
官
と
し
て
有
用
な
経
験
を
有
す
る
と
防
衛

大
臣
が
認
め
る
者
の
法
第
四
条
第
四
項
た
だ
し
書

に
規
定
す
る
防
衛
省
令
で
定
め
る
額
は
、
前
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
者
の
経
験
に
応
じ
、

二
十
四
万
八
千
九
百
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
防

衛
大
臣
の
定
め
る
額
と
す
る
。

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
防
衛
省
職
員
給
与
施
行
規
則
の
規
定
は
、
平

成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

規

則

別
表
第
七
の
行
政
職
俸
給
表

昇
格
時
号
俸
対
応
表
中
「
57
57
57
58
58
58
59
59
59
60
」
を「
56
57
57
57

58
58
58
59
59
59
」
に
、「
26
26
27
27
28
28
29
29
29
30
30
30
31
31
31
32
」
を
「
25
26
26
26
27
27

27
28
28
28
29
29
30
30
31
31
」
に
改
め
る
。

別
表
第
七
の
専
門
行
政
職
俸
給
表
昇
格
時
号
俸
対
応
表
中
「
38
38
39
39
40
40
41
41
42
42
43
」
を
「
37
38

38
38
39
39
39
40
40
40
41
」
に
、「
39
39
39
39
40
40
40
40
41
41
41
42
42
43
」
を

38
39
39

「

39
39

39
40
40
40
40

41
41

40

41
」
に
改
め
る
。

別
表
第
七
の
公
安
職
俸
給
表

昇
格
時
号
俸
対
応
表
中
「
78
79
80
81
81
82
82
83
83
84
」
を「
77
78
78
79

79
80
80
81
82
83
」
に
改
め
る
。

別
表
第
七
の
公
安
職
俸
給
表

昇
格
時
号
俸
対
応
表
中
「
46
46
47
47
48
48
49
49
49
49
49
49
50
50
50
50

50
50
50
51
51
51
51
51
51
51
52
52
52
52
52
」を「
45
46
46
46
47
47
47
48
48
48
49
49
49
49
49
49

49
50
50
50
50
50
50
50
51
51
51
51
51
51
51
」
に
改
め
る
。

別
表
第
七
の
海
事
職
俸
給
表

昇
格
時
号
俸
対
応
表
中
「
43
43
43
」
を
「
42
42
43
」
に
改
め
る
。

別
表
第
七
の
海
事
職
俸
給
表

昇
格
時
号
俸
対
応
表
中
「
52
52
53
53
54
54
55
55
56
56
57
」
を「
52

53
52

4560
4560
4661
4661
4761

」
59

53
53
54
54
54
55
55
55
」
に
、「
42
43
44

47
48
」
を

41
「

42
42
43
43
44
44
45
46
47

に
、「
58
58
59
59
60
60
60
60
60
60
60
60

61
61
61
61
61
61
」
を
「
57
58
58
58
59

59
59
59
59
59
59
59
59
60
60
60
60
60
60
60
60
60
」
に
、「
30
30
30
31
31
31
32
32
32
32
32
33
33

33
33
33
34
34
34
34
34
35
35
35
35
」
を
「
29
30
30
30
30
31
31
31
31
31
32
32
32
32
32
33
33

33
33
34
34
34
34
34
」
に
改
め
る
。

33
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人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
九

八
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等

の
基
準
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
五
日

人
事
院
総
裁

一
宮
な
ほ
み

人
事
院
規
則
九

八

八
四

人
事
院
規
則
九

八
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
九

八
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〇
防
衛
省
令
第
十
五
号

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六
十
六
号
）
第
四
条
第
四
項
た
だ
し
書
の

規
定
に
基
づ
き
、
防
衛
省
職
員
給
与
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
五
日

防
衛
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

菅

義
偉


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